
1 Vol.22  No.2  February  2021Glocal  Tenri

月刊     　　　　　　　　　　　　 　Monthly Bulletin　Vol.22  No.2  February  2021

天理大学 おやさと研究所　Oyasato Institute for the Study of Religion, Tenri University　

グローカル天理

ISSN 1345-3580

CONTENTS

2
おやさと研究所長　永尾教昭　Noriaki Nagao

巻頭言

のなかでも「急き込みも何ゆへなると言う
ならば　つとめの人衆ほしいことから」（第
2号８。同）などと再三再四、つとめを勤修
する人間を揃えることを強く要請している。
したがって現在でも天理教では、各教会

がつとめを完全な形で勤められるように努
力することが、つまりは信仰的成人が進む
ことを意味する。宗教というのは、キリス
ト教のミサでも仏教の勤行でもそれを執行
することに重要な意義がある。しかし天理
教の場合、つとめの執行それ自体も重要だ
が、それを勤める人たち─単に人数的な意
味ではなく、揺るぎない信仰信念を持った
人たち─を揃えることにも意義があると考
える。これは天理教の一つの特徴だろう。
海外においても、まったく同様である。

したがって、布教師たちは、当然ながら一
日も早く、完全な形でつとめが勤められる
ことを目指す。そのために、その国の中心
拠点の長などは、その地にいる天理教信者
を糾合することにまず主眼を置く。筆者も
そうであった。そこで、日本人が移民とし
て渡っていった国などでは、結果的に天理
教の拠点がすなわち一種の日系人コロニー
のようになってしまう。そうなると、そ
の国の人たちは違和感を感じ、ますます入
りにくくなるという負のスパイラルを起こ
す。例えば東京で、ある特定の国の人たち
が集団になって信仰している、日本人に馴
染みのない宗教の施設には、おそらく日本
人は非常に入りにくいのと同じだ。
こういったことも、天理教が、国によっ

ては後発の日本の宗教よりも現地人信者
が少ないことの理由の一つではないか。つ
とめの完成を目指すこと、それ自体は極
めて重要なことだが、現地の人たちでそ
れを成し遂げようとする強靭な根気が海
外布教には求められるだろう。
［註］
（１）『天理教河原町大教会史』（第１巻）、1989 年、

53頁。

天理教の最高祭儀であるつとめの一つ
の特徴として、非常に人手がかかるとい
うことがある。一般の教会でも９種類の
楽器を奏でる者、６人のておどりを勤め
る者、さらに歌を歌う者（地

じかた
方）が３人で、

しかも理想的には 3交代なので計 54人が
必要となる。地方を１人として、交代な
しでも最低 16人である。
ところで天理教教祖中山みきは、文久

年間（1861 ～ 64 年）の頃より信者に講
を結成することを促すようになる。1867
年作の「みかぐらうた」（つとめの地歌）
でも「どうでも信心するならば　講を結
ぼやないかいな」（5下り目 10。漢字混じ
りは筆者による）と歌っている。
通常、宗教は、教えが拡大していくの

に伴い信者たちはその組織化を図り講な
どが結成される。キリスト教の教会（エ
クレシア）とは、現在は建物を指すが元々
の意味は信者組織、言わば講である。天
理教も同様に教会の前身が講であり、そ
れは組織であった。例えば天理教初期の
有力講の一つである「斯道会」も、建物
はなく仏教寺院を会場として会合を持っ
ていた。

（１）
やがて講は教会となり、現在教

会と言えば組織というよりも建物、拠点
を指すようになっている。
教祖が講の結成を促したのは、信者たち

の修練と各地での教勢の拡張を意図したも
のであったと思われるが、同時につとめを
完成させるための方策でもあったのではな
いか。この場合の「完成」とは、歌や踊り
が制作され楽器が揃うことではなく、確固
たる信仰を持った信者を十分な人数分揃え
て勤めることを意味する。上記に述べたよ
うに、つとめには非常に人手がかかる。加
えて、警察など公権力による激しい迫害も
あり、勤める人たちを揃えることは決して
容易なことではなかった。しかし、教祖は「お
ふでさき」（教祖の直筆による和歌体の神言）
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